
履修区分 共通代の国語学習課題ノー ト (大修館書店)
教材

副教材

り

る 。しの

学習の

日標
の

に― ス1

るフ る

ス て

学習の
進め方

の

期 月 単元名 具体的な学習内容 考 査 等

前

4

○オリエンテーション

○明日 白紙

動的平衡としての生物多様性

○資料を駆使する/
「安くておいしい国」の限界

○情報を比較する/
「美しさの発見」について

○主張を吟味する/贅沢を取り戻す

・授業の進め方、学習の方法について

・入学前課題の解答と復習

・言葉やコミュニケーションの基礎を知り

学びに向かう姿勢をつくる

・主張と根拠、理由
0演繹、帰納に着日して、文章の論理をとらえる。

0資料と文章の関係に注意して、情報を読み取る。

・複数の文章を比較

共通点や相違点をとらえる。

0文章中の根拠や引用に注目し、

その妥当性や信頼性を吟味する。

〔中間考査〕
ノート提出

ノート提出

前期
目標

後

10

11

○考えを発信する/自

○ 主

言葉についての新しい認識

「動」○要点をつかむ への変化

○他者と交流する/
状況に応じた通信文を書く

○考えを発信す レポートを書く

る

的に即して、必要な情報を読み取る。
0読み取った情報を活用する。

0他者の主張をふまえて、自分の考えを書く。

・叙述を にとらえる。
0具体と抽象を理解し、文章の要点を的確に

まとめる。

、問いを
・調べたことを根拠として、問いを解決するレポート

を書く。

・考えが伝わるよう、論理に注意して発言する。
0話し手の論理展開や表現をとらえ評価する生____

中間考査〕

ノート提出

〔

ノート提出

12

後期
目標

評価方法
の 5観 に立ち に評価 しま

′ヽ
ゝ

フ
‐

で評価 します。
・国語科

10%

て

る 。

にのし

の

え考 を
評価の

観点



履修区分 共通教材
副教材 文化学習課題ノート (大修館書店)

るベース1

い

学習の

目標
りの

の l ゝ の

の

学習の

進め方

期 単元名 具体 的な学習 内容 考査等

ユ副

4

8

○オリエンテーション

○アセスメント

○言語文化への視点/文字の深秘

○古文に親しむ/宇治拾遺物語

○漢文に親しむ/論語、孟子

○言葉を紡ぐ世界/羅生門

○現代に生きる言葉/蛇足、完璧

○自然へのまなざし/徒然草、枕草子

○表現の多様性/夢十夜

○想し

古今和歌集、新古今和歌集

・授業の進め方、学習の方法について

・入学前課題の解答と復習

・読書に″
1)い

・古文の文体や仮名遣いに慣れる。
0作者の伝えたいことをとらえる。
0漢文訓読のきまりを理解し、口調やリズムに親しむ。
0思想と現代との関わりについて考えを深める。
・場面ごとの人物の心情の変化を読み取る。
・展開をとらえ、作者が話に込めた意図を読み取る

とらえる。

ながら読

・自分の感じたことを言葉にする 。

0和歌の印象的な部分について考える。

〔中間考査〕

ノート提出

〔期末考査〕

ノート提出

前期
目標

後

10

11

12

○人との交わり/伊勢物語

○現代

○ 日本

に生きる言葉/鶏鳴狗盗

外国語の不思議・日本語の不思議

○旅と人 日記、 日

城の崎にて

○ 平家物語

多様性/良識派

○文学と社会/雑説

0内容を読み取 り、登場人物の関係を理解する
。和歌の修辞技法と、その効果を理解する。

・展開をとらえ、話に込めた意図を読み取る。

・ 日本語と外国語の特徴をとらえる。

・ 日本語を相対化 し、あらためて見つめ直す。

0旅にでるまでのなら について知る。
0日 記の形態や書き手の設定に着日し、その

効果につ
・主人公の や 自然 との

関わりから理解する。

ズ 9。

・文体や表現によつて、読者が受ける印象の違いを

とらえる。
0寓話的な作品を読み、風刺や象徴性をとらえる。

0唐代の文章を音読し漢文独特の口調に習熟する

〔中間
ノート提出

〔学年末考査〕

ノート提出

後期
目標

評価方法

ノー へ の

の評価の 5 します。に状

のフ
~

に立

で評価 します。

1

40%

50%評価の

観点
る。

る。

い り

と る 。

ることめ 、

て い

を

して



教科名 科 目名 学 年 1学年

教材

教科書 ひ (書院 ) 単 位 数

副教材
高等学校 公共 新訂版ワークノート(清水書院)

最新図説 公共 (清水書院)
履修区分 共通

学習の

目標

ついて、 )力 を 培 い :

2 社 会 の 1 再| 1止に判 断 I

3 仄 い硯 つ E)い を深 め ま
い

学習の

進め方

つ ゝ

)´″

r、 い ま

2 グルー ワークや資料の読みとり活動を通し、思考力・判断力・表現力を身につけま
■ト
リ 。

ス :の 理 解 を

月 単 冗 名 具体 円な学習内容 考査等

ユ則

4

7

8

○オリエンテーション
○公共的な扉をひらく

○基本的人権の尊重と法

○国際政治のしくみと役割

・青年期の心理と課題
・哲学の始原と発展
・東洋の宗教と思想
・義務論と功利主義、生命倫理、環境倫理
・近代的な人間像、国家社会と人間性
=∵

民主政治め原理
………………………………

0人権の尊重と日本国憲法
0民主主義の成立と課題 (世論、選挙、政党)

・日本の政治機構

…………(国会■内閣上裁判所上地方自治)_…

・国際政治の政治のなりたち
・国際連合の設立、冷戦、軍縮
・リージョナリズム、グローバ

※考査毎にファイ
ル・ワークを提出。

卜課題
・単元テスト

・ファイル提出

・レポート課題

・ ファイル掃 出

画期
日標

後

10

11

12

0現在の経済社会と国民生

活

○持続可能な社会

・私たちと経済
・仕事と社会
・国民経済とGDP
・市場の機能・限界
・金融・財政とそのはたらき
・現代の企業
・労働問題
・社会保障と少子高齢化

・国際取 り引きと国
・ 自由貿易とグローバル化

.■国際収文と為賛相場…………………………
・国際経済のこれから

・テーマ選び、レポート作成
・ 0‐ ‐

『

‐口

=δ

‐‐‐
ヽ
口‐‐‐0ビ

3C10■
‐‐口‐‐‐‐‐‐‐‐0‐ 0‐ 0‐ 00‐ 000‐ 口‐‐‐‐‐‐‐‐‐・

・ レ不 ― 卜の 冗 表

・ レポー ト課題

0中間考査
・ ファイル提出

レ 卜課題

・学年末考査
・ ファイル提出

卜課題レ

俊 期
日標

価
法

評
方

・態度、グループワークヘの取り組み等で総合的に評価します。
テ ス の

の

フ ァ

30%

40%

ν
ゐ

ｎ
ｕ

評価
の

観点

習に取り組

技能

思考・判断
・表現

現代の諸課題をとらえ、考察するための概念や理論を理解しているとともに、諸資料から必要となる情

報を適切かつ効果的に調べまとめているか。 (定期考査・小テス ト・ レポー ト・提出物の内容等)

対して事実を基に概念などを活用して,多面的 0多角的な視点から
・判断ができ、表現ができているか (定期考査・小テス ト・レポー ト・提出物

国家及び社会の形成者として、よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体
的に解決しようとしているか。 (提出物やレポー トの内容等)

に

の内容等)



の
教材

― マ +

2 についての せ の

い 、 の る こ そ 用 る を る 。
学習の

目標
を通して3

1 の を ′いに、 2
2 の を Jい に、 の

学習の

進め方
3 を出し、

期 月 単元 名 具体 的な学習 内容 備考欄

日II

4

7

0オ リエンテーション
○中学までの復習
1章 :数 と式

2章 :集合と論証

3章 :2次関数

0新入生課題の解説、確認

数分解

01次不等式

・命題と条件、論証

・ 2次関数とそのグラフ、最大 0最小

・ 2次関数の決定

02次方程式
02次不等式

*年間を通して小テス トを行っていく
。新入生課題のテス ト

・期末考査
9

前期
目標

後

12

4章 :図形と計量

5章 :データの分析

課題学習

02次不等式とその応用

・直角三角形と三角比、正玄・余弦
・鋭角における 比の相互関係
・三角比の拡張、三角比と座標
00° ～ 180° の三角比の相互関係

・正弦定理、余弦定理、三角形の面積

の

・データの散らぱり、分散と標準偏差
0データ 相関係数
・仮説検定
0身近な課題について調べ、分析する

・学年末考査

後期
目標

評価方法

・定期考査、単元テス ト、ノー トの提出、日常の授業への参加態度等で評価する。

評価の
観点

【知識 。技能 】 積極的に学習 し、自己調整をすることが出来ているか。 40%
【思考力・判断力・表現力】 事象を数学的に表現・処理する仕方や技能を身につけているか。 30 %
【主体的に学習に取り組む態度】 日常のモデルを数式に置き換えることで課題解決ができ、それをまとめることができるか。 30%



教科名 保 健 卒育 学 年 1学年

教材

教 科 書 単位数

副教材 ステップアップ高校スポーツ 履修区分 共 通

学習の

目標

卜を I来わ い 、 技
`

向上 を ヨ弼
|¬

「
。

Z 課 題 を発 蛎 し、解 決 に同 r 社る ,

3 公 正 に取 り み、互いに 力 しな が ら 康 ・ 安 全 を確 ′
蟄養 う。

学習の

進め方

、 技 能 テ ス て 弼爾所百 夕につけま
Z 一 斉 授 業 や ] 活動 による集 の

3 学習 した内 : 玉え り、理解 を彰

期 月 単元名 具体的な学習内容 考査会

前

4

7

Oオ リエンテーション (1)

○新体カテスト(3)

○体つくり運動 (3)

○体つくり運動 (3)

○器械運動 (10)

○体育理話■・→
1(Dゲジズ1lU「

…安全 につい

○体育理論

○水泳 (10)

○体

i(DII二
‐
スポ=ヅ価戸

…………

○体育理論

前期
目標

・基礎・基本の段階的な指導を行い、運動の合理化や課題解決能力を
・仲間と協力して行うことや表現することを目指す。

月rにつける。

・健康・安全に留意させ、自己防衛力や危機管理能力を向上させる。

後

10

11

12

O球技 (各 8)

○体育理論

○スキー (12)

○体

|

○体育理論

・バレーボール (ネ ット型)

(個人技能を身につけ、作戦を
生かした攻防を展開する。)‐
バ
‐
スケリ下ボ

‐二瓦戸(::二IFIル型)

(個人技能を身につけ、作戦を
生かした攻防を展開する。)]∵

ギジフベ=ス
…
てべ=ズボ=ル型)…

………

(作戦を活かした攻防を展開する。)

,上入ボ三ツ2技術_と戦術1■フ上〕ェ……………
0ゲレンデスキーの滑走法を
__理解し、習得します。
丁生涯ズ;ii尋 =ヅめ見芳丁著

・バドミントン、卓球の選択
・ライフスタイルに応じたスポーツ

後期
目標

・自分の意見や他者の意見を伝えたり理解し
0体力の構成要素である行動力と生存力の保

、課題解決を目指す。
持増進を目指す。

0次年度に向け、応用的な運動領域に触れ、継続的な技能の向上を目指す。

評価方法
フ

‐

の提出状況等を総合的に評価 します。
の

評価の

観点



履修区分 共通教材
副教材 な し

につい

にについ
い

学習の

目標

つ ゝて

に つるして の

ス 用 い

学習の
進め方

について

ユ削

月

4

7

エ ア
~ ション

○応急手当の意義とその基本 ・応急手当の意義と手順 ・単元テスト

的な応急手当 けがや熱中症の応急手当

○心肺蘇生法 ・心肺蘇生の意義と手順 ・単元テスト

健康の考え方と成り立 とそ の成り立ち

○私たちの健康のすがた ・健康と意志決定、行動選択の ・単元テスト

生活習慣病の予防と回復

がん原因と予防

関わ

○がん治療と回復 ・単元テスト

運動の意義、運動習慣の形成

○休養・睡眠と健康 ・よりよい休養と睡眠 ・単元テスト

と健康
と健康

・喫煙の健康被害と対策
・飲酒の健康問題と対策
・薬物乱用と健康との関わ りと問題、防○薬物乱用と健康

予

前期
目標

後

0

11

○現代の感染症とその予防

○性感染症・エイズとその予防

○健康に関する意思決定・行動選択

○健康に関する環境づくり

○事故の原因と発生要因

○安全な社会の形成

○交通における安全

T雇可豪FF要な感染症とその問題
・感染症の予防と対策
・欲求、欲求不満と適応機制
・交通事故の現状と要因

・法的整備、施設・設備
・車の安全性向上

・単元テスト

・単元テスト

・学年末考査

後期
目標

、ワークシー

評価方法

きて

いる

るゝか。フ
」

る

¨

か 。い る

ヽつ し を

てヽしつ

判
評価の

観点

・観点別学習状況の評価の 3観点において評価する。

る



教 科 名 :術 科 目名 l 美術 l

教材
豊位数

修区分 共

学習の

日標

の

2)豊かな発想をし、意図に合わせて表現する能力を高める。

様々な視点から自他の作品を鑑賞し、見方や感じ方に関する資質・能力を高める。

3)造形表現の意義や面白さを感じ、主体的に取り組むことで、表現活動を生活に役立てる態度を培う。

学習の

進め方

つ ゝ

2)多様な発想から、意図に合わせた方法を選択し、制作に取り組みます。

教科書、配付資料、参考作品、他者の作品を鑑賞しながら、表現活動について学びます。

4

)陶芸をしよう

(★ に

l エンテーション

片付けまでの絵具の手順を学びま

く
‐
り展l‐

‐
あポスぢバニrだ使頂千号

r

○文字をデザイ

合万ぜだデザイしで賓暮f研ブ
‐‐

デザインスケッチの段階で一度鑑賞を行
い、生徒同士でデザインを吟味します。

く身につけるようにしましょう。

※工芸科オリエンテーション

しても意識しながら学びます。・・0☆
について発表 0プレゼンする方法に

。様々な色の学習を通 し、配色や形

る文字をデザインします。目的に合わせ
、文字の形や色、質感などを考え制作

します。
をもとに鑑賞交流、作品展示を

ジェ等を作る。

色の基本を理解し、実践的な絵具の使い

方を学ぼう。

(A表現彫)(B鑑 )

p～

陶芸の基礎について学び、用途を意識し
たデザイン、制作を心掛け、立体作品を
仕上げます。

作語尭蔵後1こプ函西考=ジ百ジ昴
…

い、相互交流 (鑑賞)を行います。

工芸の授業を通 して身に
のための取組を確認しまつける力と、そ

す。

破 事をデ:・

;ドイレす
‐
る0…

(A表現デ)(B鑑 )

p48～′
53、  p98～′99

0色の学習/アクリルガッシュの扱
い方  (A表現デ・絵)

p88～ 89(p84～ 85) 態、構成の考え方、制作のプロセスを学
びます。

(A表現デ)(B鑑 )

p48～ 53
p98へ′99

います。
‐0… ★

ユ則

前期
目標

10

11

12

○テーマを元に描

る こ ツ

の表現か 見失わぬよを つを設定 し、平面作品を制作
表現意図を大切にしましょう。

の視点を、制作・鑑賞を通して総合的に

身につけるように心がけよう。

(A表現絵)(B鑑 )

p6～ 35

[鉛筆デッサン]

(A表現絵)(B鑑 )

p80へ′83

基礎基本を学びます。 (観方と描き方)

観察を通して、対象のとらえ方を学びま

す。思い込みを排し、客観的な対象の捉
え方を身につけます。技術が的確に向上

するように、ワークシートを活用しま
す。

します。限られた時間の中で、今まで学
んできた表現方法を活用し計画的に制作
していきます。配色や構図・構成を意図

して表現できるように、たくさんのエス

キースを描きます。また、鉛筆デッサン
を通して身につけた観察・表現の技術を

用するようにします。また、作品の相

鑑賞、作品展示も行います。

スキースをたくさん描き、また他者意見
に耳を傾けよう。

品鑑賞を通して、主題と表現方法の関
を理解するようにしましょう。
マ (表 したいこと)にふさわしい表
法 (表 し方)を選択できるよう、エ

後

後期
目標

評価方法

莉存Ⅷ雇再覇調∃爾讀:ヨ戸¬麗業丙蓉両
~理

解度や技能について評価する。

ヮークシー トやエスキース、交流発表等により思考・判断・表現の能力について評価す

る。
授業中の様子や課題の提出状況等により、主体的に取 り組んでいるか評価する。

評価の

観点

造形表現の基礎を理解 し、制作に活かしている。 35%

【思・判・表】
豊かに発想 し、意図に応 じた方法を選択 して表現 している。

自分な りの見方、感 じ方を持ち、他者の作品か らそのよさを感 じ取った り、

自分の作品を客観的に捉えた りしている。
35%

主体 的態度 】 白さを感じ、主体的に取 り組んでいる。・造形表現の意義や面 30%



教科名 外国語 科 目名 英語コミュニケーシヨン I 学年 1学年

教材

S ca on 単位 数 3

副教材
フレーズで英単語3000 ②スタデイプログラムワークブック

キクタンリーディング Entry 2 0 0 0
履修区分 共通

学習の

日標

る る 。 々 ゝ り |で きる。

2 学習 した内容や 目分の経 l について ,

ついて い くことができる。

学習の

進め方

々 ス い

の アワー

フ の ア て 、

期 月 単元名 具体的な学習内容 考査等

ユ副

4

オリエンテーション

義務教育段階の復習

●スタプロアセスメント

Lesson l

Enjoy Y'our Journey!

Lesson 2
lCurry Travels around the

wttH∩前凱 申間 考杏… … _……
Lesson 3

School Unifiorms

Lesson 4

Eco-Tour on Yakushima

○前期期

・授業の進め方、学習の方法について     |
0入学前課題の解答と復習          |
・既習事項の確認             |
高稜生11吾 :こ蔦げる百標設定 :ごう下て書がれて百

…
|

る文章を読み要点を捉える。

カレーの歴史と現在の様子についての文章を読ん

で,必要な情報を読み取り,概要を提える。

学校の制服についての文章を読んで必要な情報を

読み取り,要点を捉える。

屋ズ蔦万三五シアニだら下ぞ万支葦を読んt‐ 2:要
・

な情報を読み取り,要点を捉える。

ファシリティドッグについての文章を読んで必要な情

報を読み取り,要点を提える。

・ GW明 け ス

0夏休み明け

単語テスト

|。 期

|9

前期
目標

ライテ の

後

10

11

12

Lesson 5

Bailey the Facility Dis
アセスメント

Lesson 6

Conlmunication without Words
O後期中間考査

Lesson 7

Dear World:Bana's War
●スタプロアセ

Lesson 8

The Best Education to

○学年末考査

一年のまとめ

世界の
~非

言語輌ミュニケーションについて書かれてい

る文章から必要な情報を読み取り,要点を捉える.

クラスメイ トの好きなものについて書かれた文

章を読んで必要な情報を読み取り,書き手の意

図を把握する。

バチあ輸 天あ恵いとジ=ジキラジヌデ才プを利用じだ
・

平和活動についての文章から必要な情報を読み取
り,要点を捉える。

社会起業家について書かれた文章を読み,必要な情

報を読み取り,概要を捉える。

。定期考査対策、教科面談

【子どもの権利条約について英語ポスター作成】

0学習の振り返り、次年度に向けて

スタ

明 け

単語テスト

・学年末考査

後期
目標

高校学習段階の理解と、ポスター作製を通じて、「思考力 0判断力・表現力」を向上させる。

評価方法

・夏業天頭ラ雨訂頭町参加や態度、定期考査・小テス ト、ファイルやプリントの提出状況等を

総合的に評価します。協力してペアワークやグループワークに臨みましょう。

・英語科の観点別学習状況の評価の4観点を基本として評価 します。

評価の

観点

【知識・技能】 付けるとともに、 している。

【思・判・表】 の |こ くこと

【主体的態度】 の

い 0

い



教材
副教材 ・情報 I 図解と実習サプノー ト (日 本文教出版) 履修区分 共通

学習の
目標

つ

ノ つ

て つ
学習の

進め方
つ ゝ

期 月 単元名 具体 関な学習 内容 | 備考欄

日U

4
0オ リエ ンテーシ ョン
1章 :情報社会と私たち

2章 :コ ミュニケーション
と情報デザイン

3章 :コ ンピュータとプロ
グラミ

・情報モラル
・情報社会を

情報モラルに関して、年間を通して
を出す。

ワ ー ドについても年間の授業を
通して学ぶ

メディアとコ
情報のデザイ

コ : ケーション
ン (ワ ―ド)

デザイン (パ ワーポイント)

・アルゴリズムとプログラミン

‐
:‐デ=ダめ稽爾

…
(Iグゼ,万

8

9

前期
目標

後

10

11

第4章 :情報通信ネット
ワークとデータ活用

・ネットワークの仕組み

‐
I倍鞭ジステムとデ= ベ ー

‐
Iモデ

'西

ビとラミIレ=ジヨ
‐
ジ

‐̈

‐
I情報以 テムとデ=ダベ

ロニ荻
…

0コ ンピュータの仕組み
・情報のデジタル化

12

後期
目標

評価方法

・単元テス トの成績,日 常の授業への参加態度等で評価する。
・随時技能 (ワ ー ド、パヮポ、エクセル、タイビング)テス トを行う。

評価の
観点

【知識 0技能】 積極的に学習し、自己調整をしようとしているか。 50 %
【思考力・判断力・表現力】 情報モラル及び情報技術の意義や役割におけ につけ、扱うことが出来るか。 30  %
【主体的に学習に取り組む態度】 日常の問題を発見・解決に向けて情報技術を適切かつ効果的に用いることが出来るか。 20  %



学習の
日標

学習の

進め方

則 月 単冗 名 具体 円な学習 内容 備考 欄

ユ副

4

0オ リエンテーション

ついて

○スコヤ 。差し金・罫引き鋸
の使用法

○研 つ てヽ

○釦の仕立て

○墾 の て

○組みの制作1

・本校で便用する工具について
・工芸棟の使用法について
・桟積み ・止血について
・正確な墨付け、墨回しの習得
・スコヤ・差し金・罫引き・鋸の使用法
について

・釦 ついて
・釦身・裏金の研ぎ方の習得
・釦の使用法について・∵壁花うVfで

…………………………………

・盤の仕立て
・菫の研
0各種ほ ついて

・工具の配布時並びに使
用初めに学習を行う。
・刃物を使用する段階で
基礎的な止血を含め安全
指導を行う。

7

前期
目標

後

10

○組みの制作 1

○組みの制作2

○組みの制作 2、 道具の
手入れ

0表面 を錮で仕上げる

・組み手を用いた箱
・板接

=ぎ
の方法

の

・今までの基礎・基本を振り返りながら制
作する

・組み 1の提出

・組み 2の提出

11

12

後期
目標

評価方法 ・課題提出状況、課題に対する技術力、授業への意欲・態度等により総合的に評価 します。

評価の
観点

【知識 。技能】 工具の成り立ちや使用法・保管法を正しく理解し、安全に使用することができたか。 45%
【思考・判断・表現】 30%
【主体的態度】 工具 の便 用法 に意欲 を持 つて積 極 邸|な取 り組みができているか。 25%



教科名 壼・ 製 図 学 年 1学年

教材
教科書 ノ 1 単 位 数

副教材 な し 履修区分 共通

学習の

日標

1製図の基礎 と , よる平面図法、立体図法作図の基本を多 つ

と

学習の

進め方

1製図 に用 いる〕具の使用法を学び、基礎 となる平面区法、立 `

てゝ、

フ の |こ

期 月 単元名 具体 円な学習内容 備考欄

前

4 ○オリエンテーション

○製図 ついて

○平面図法

○平面図法

○立体図法

○製図練習①

第三角法による製図課題
・中心線
・破線

0年間指導計画、学習の心構え、
評価方法について

・製図の目的や道具の名前、使用
方法について

0平面図法の作図 ′
・直線に関する図法

0製図文字について
・円に関する図法

_■盤鮨 に関する図法 _

0曲線に関する図法
・投影図の種類

_■第 三角法 …… …… … … … …
・ ドラフターの機能
・ ドラフターの使い方
0前期まとめ

製図道具の基本的な使
い方を通し、平面図法
の作図をしていきま
す。

製図で使用する文字練習
をします。
ファイル提出

後期に向けて投影図の種
類や第三角法について学
びます。

ファイル提出

7

8

9

雨期
目標

後

10

11

・表題欄の記入
・寸法の記入

○製図練習②
・組立図
・部品図

・卒業制作発表鑑賞

○製図練習③
・組立図
・部品図

○鑑賞

0図面枠の書き方
0表題欄の書き方、記入の仕方
・第三角法、寸法線、寸法値、引出し線

既製品の作図課題
O JIS規格を基にした作図仕様
・線の種類と寸法等の記入

0図面の読図
・作品鑑賞

ドラフターを使用し、基礎
基本を学習し、立体模型
を使用して図面を作成し
ます。

実際に寸法を計測し、図
面作成をする。

学んできた知識を理解し、
卒業制作作品を鑑賞し、
見方を深める。

ファイル提出

後期
目標

評価方法
授業課題やワークシー トの提出状況、ワークシー トの内容、日常の授業への参加態度、技
能等で評価します。

評価の

観点

【知識・技能】

【思 0判・表】

【主体的態度】

0製図用具を正しく使用し、作業工程や進度に応じ適切かつ丁寧な作
図ができるか。 35%

・図面の役割、作図方法、立体や平面の把握、設計の意図を正確に表
すことができているか。
・作図の等分や比率の把握、 JIS規格、平面図法・立体図法の概念
を理解しているか。

30%

・製図道具管理や図法の基礎 0基本の習得や活用に向けに意欲的に取
り組んでいるか。図面を読図し、作者の表現や工夫に触れ、学習に繋
げることができるか。

35%



教 科 名 工 科 目名 本 工 制 作 l 学 年 l字年

教材
教 科 書 よし 早 伍 数 4
副 教 材 履修 区分 共 通

学習の
目標

l 日常 生活 に崚 げ る工 去 作 品 の 1 作 を と お

の 使 用 法 と本 工 雲に お レする ;

1丁 る 力 、 ¬

学習の

進め方

1 木工作品の 1 作 を とお して、 工

Z ;不工 作 品 の 需 作 を と お して 、 1 つ ゝ

3 `王ギ古|こ お け ζ

4 1田不 の 生 物 壼蟄問 な 性 質 と 、 素 ; としての
b 品 大 連 携 破 :等に よ る 諜 韻 を i

早 冗 名 具体 田な字習内容 | 備考欄

前

4

10オ リエ ンテーション

|〇小型機械を使用した小作品の

| ・道具や設備の使い方
・加工、素地調整、塗装

○おもちゃづくりの考え方

○森林探訪

○動物パズル制作
e構想 (エスキース)

0加工
0素地調整
・塗装
・鑑賞

・学習内容の把握
・墨付、糸のこ盤、ボール盤の操作
・素地調整、オイルフィニッシュ
0木材の種類、繊維方向とその作品
の仕上がりの関係性についての学習
・高大連携による講義 (5月 中旬)

∴ハ刀二囲 刀の扱いの主習………0座学により素材となる樹木につい
て理解を深めます。
・北大研究林での演習を通して、樹
木や木材への理解を深めます。

0糸のこ盤による切り出しの習熟
0モチーフの単純化、省略化
・接着手順、加工と基準面の関係

※森林探訪に係わる座学と実技を並
行して行う。

ら完成までの工程及び基礎的な工具
の扱い方を学ぶ。
高大連携授業ではおもちゃについて
の講義を受け、宿泊研修での学びに
つなげる。

の特性、木材の構造などについ
て工芸と結びつけて考える。

工と強度の関係について制作を通
して学習する。
素地調整に頼らず切断する技術をつ
ける。
構想から完成までの作品制作の手順
に必要な思考力を養う、制作する上
で必要な思考力を高める。

・知識が身に付いているか確認す

前期
目標

後

0

カ トラリー制作
スプーン制作
0デザイン
・製材、加工
0素地調整、塗装
0レポー ト
・鑑賞

○卒業制作発表作品鑑賞

○ラトル制作

01年間のまとめ

・座学により接着剤や緊結材、塗装
樹種について学習します。

・ 「工芸」の意義について理解し、生
活における役割について学びます。
・機能と形の関係の学習
・安全性に配慮したデザイン決定

・作品鑑賞
・ 3年生の卒業制作の過程を知り自身
の制作に結びつけて考える。

。「工芸」の意義について理解し、生
活における役割について学びます。
・機能と形の関係の学習
0安全性に配慮したデザイン決定

深める。

・各自で必要な材料を選択する。
・無駄なく強度・加工工程を考慮して
木取りする。
・作業内容に応じて鋸、糸鋸、菫、小
刀、彫刻刀の使い分けする力を身につ
ける。
・素地の状況を判断し、適切な番数を

して素地調整する。
・締切を意識し、逆算して作業をする
よう心掛ける。

・卒業制作作品を鑑賞し、作品のよさ
や美しさに触れ、見方を深める。

つ ヽ

後期
目標

詳価
方法

提出された作品の状況、課題に対する技術力、デザインカT~硬薬不雨薩:て
「
「

T可ヨ覆 専1憂死「羅 雪覇面吾覇1面τ
‐

ます。 (変更になる場合があります。)

評価の

観点

【知識・技能】 作業工程に応じ、安全確認を含め道具を適切に使用した加工ができるか。 40%

【思・判 0表】
加工法や材料について理解を深め、課題に応じて発想豊がて芙

~「
西形羅爾諏戸

出せるか。 30%

30%


